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革命的教育家エドグィン ・へノレンレ小伝
ーウ ァイマル共和国時代におけるトイツjtI浮上義少年
運動研究のためにー
小山孝 l育
あ命的教育家としてのエドウィノ ・ ヘル J レの~ði とその扇動の概観を目的とした以 F の作業は，
本来の諌題てある「ウァイマル共和国時代におけるドイツ久rEI1.-義少年運動研究」の派守的作来てあ
ると共に不可避的な作業の一部てある。即ち向次大戦闘fC発生し光速したドイノ並び.fζ国際的fよプロ
レタリア少年運動の歴史か彼の名と常接iζ結びついており{l)，そ乙において指導的な役;t;tJを果した彼
の共専守義少年運動にか〉わる理論と尖践に考察を加えること注しKは， ゥ ， イマル期ドイノ共~守
義少年運動研究はその軸を欠いたものと成らさるを得なし、。 fこVし，こ〉ては彼の生沼とその活動の
既観があくまでも i中心てあって，共産主義少年運動にか〉わる彼の斑1d命と尖践tζついては必愛id少限
度しか触れてはおらず (ζ の点は稿を新たにする).， ζlの志昧においてイミロJ避的な作来の一部てしか
とfく不充分さは免れ得なし、c しかし， ウマイマルロ帝国ヂ義体制トにおける教育闘争の指導的 代ふ
的な戦士であ J たエドウィノ 仲ヘルノレのt_dtとその活動の概観それ自体f<:，一定の怠義を認める乙
とが出来るであろう。
工誕生から SPD入党まて
革命的教育家エドウィノ ・ヘル/レは， 1883年 12月11日f<:，初百派の'立教師を父とし，オルカン
製造業者の娘を母として， ウィノテムベルクのカノ J ュタソト(ンュソノトカノレト泡傍 )Iζ誕生した。
生後まもなく，父の布教活動のために東イ〆ドに渡コていたか， 4 才の時~<:1ft}凶し，その後は父ヘル
マノ l・ ヘルンレが北ヴィッテムベ Jレクのゲラブロノ近傍のパイムパノハに地乃教会牧師の地位をィ~~tこ
ため， 乙の地で子供時代をおくっている。 (υ
父ヘルマンは地方教会抜帥には珍らしく情熱的にイギリスを波打・し， まfこ玄術 ・学術 ・技術の諸問
題への顕著't:l開放性を備えた人物であったらしく，絵画 ・古来 ・文学容についての彼の日高は幼ないエ
ドヴィンに大きな刺激と影轡を与えた。エドグィノの絵や"をtζ幻する趣向は， 乙の ζ ろに芳笠えたと
口えよう。 .)@fζ父ヘルマンの社会.f<:刻する「沢山の塑・8の章句に被われた保守的・家父長的見地」も
また，さしあたっては幼伝い彼，f<:深い彫轡を与えた。しかし，年齢の定'Hとはrfiくから芳生えていた批
判的問符1・認識力が，やがて彼を父遠の教えとの矛盾に思いた。成程段初の頃は， 乙の矛盾も宗教的
向跡に到する単純な焼問であったらしいが， それは程えよく故郷の素材な邸境の現実と霊~ßtや父の教え
との矛盾'IZ:発達したと宮う乙とである。例えば，~I，1]に従えば貧岱が宥在してはとC らぽいにもか〉わ
富者はその日常生活に何ら聖書の教えを実現してはい
# 
それが厳然と存在しているという乙と，らず，
ず斗尚
司S
， 
r また父母はか〉る現実に対して全く妥協的であるという乙とに気付くように成った・ないという乙と，
?
?ものである。当時ほ~.. 1.2才くらいであった彼は，か〉る疑問を父母に執劫に投げかけたようである。
f ， 
乙れっとも彼が父母に唱えた異議のなか?は聖書の言葉や教えが大きな役割を果していた。(3)だが，
乙〉で大切なことは，少年ヘルンレが，社会は彼の生活・教育環境からすれば理解できるであろう。
， 
F、的な諸矛盾を子供なりに意識していた乙とである。
E パイムバッハに達してはいなかった. 1895，_ 1896年の労働運動・ストライキ闘争の急速な発達は，
f ζの牧師一家を揺り動かした。父ヘノレマンは保守的・家父長的社会観を依然保持していしかし，カ3，
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、，社会的矛盾の意識が更に強められた様であ父母との対話を通じて少年ヘルンレの批判的精得，たが，
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? ?
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. ，富裕
な中小ブルジョアの子供達との新らしい生活は彼を全く夢中にさせたらしく，遠足，水泳，憧憶的な
後にはjレートヴィヒスブノレクとシュツッ トガルトの人文ギムナジウムに通学すること〉なった。
v 考え得るあらゆる諸自然詩の詩作，寄宿舎や学校の愚かで、権威的な規律に対する時折の率直な憤慨，
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14才に成ったエドヴ ィン ・ヘルンレは両親の家を出て，先ず小都市ショルンドルヲのラテン語学校，
?
? ?
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乙の時代の彼の生活を特徴づけている。成程彼は所謂模範的な生徒で'問題に関する学友との討論が，
文学や語学に並んで化学や物理学i鉱物学や地質学に関心を示し，学業面でしかし，はなかったが，
はすぐれた成果を修めたということである。 (5)
d・
、 ，???
テューリンゲン大学に進み，奨学シュツ ットガ・ルトのギムナ ジウムを優秀な成績で卒業した彼は，
美学や心理学を聴講していたヘルンレの友人金を得るために伸学を専攻した。概して政治史や哲学，
詩作する僅かな友人だけであった。 (6)共に文学を読み，哲学上の議論を行し、，旅をし，は極めて少なく，
か〉る情勢を背景~l: S P 彼の大学時代tl:は，社会矛盾は激化し，所謂「社会問題」は顕著になり，
D(1)は大躍進をとげていたo.しかし大学都市テューリンゲンは全く平穏であった。彼もまた例にもれ
??
?、，?
?、，，
?
， ? ?
?? ??
?
?
????
???
?』??
? 、
? ?
》??
. 
あらゆる社会問題・ず，諸々の社会事象・問題を観念的に取扱い得るのみに留まっていたにしても，
彼が24才の時に大きな転機が訪ずれた。fごカS，事象は彼の心を，関心を強く捕らえて離さなかった(8)。
即ちベルリンでの冬学期がついに彼をプロレタリアートとの具体的な接触にもたらしたのである。そ
戦傑が彼を貫ぬいた。れは彼にと って大きな驚きであった。資本主義の大都会の現実を自にした時，
病院や福祉・教育施設を通じての指導に参加し，労働者向けの教授過程を訪ずれることによって労働
者の・生活現実を知るω~l:，彼は僅か数ヶ月にすぎないベルリン滞在を利用した。彼にとっては書宗
? ? ?
• 
，?? ?
? ?
，?-・-・合~、学問よりも現実認識が重要であったのである。(9) 1 
ンゲンず、神学ρ就職試験をす事せfて助低司祭のi職合乙?いJわ暗3TaR、
r 
、，
1909年の春にヘルンレがテューリ
の地判的積締肢もはや彼が聖臓に不適格な程tζ鋭:くなすていた。
つグこら、4(，'1
"' ~ 
J 勺
、司r
• J、
， 
、， 
しなかった。確かに彼は 3ヶ月程て僧職を辞しているか，それは彼か抗議に被れたからではなく，お
そらく， 自らの訴えが何の役にも立たず，乙の方法てはとんなにしても貧しい人々を救済できず，彼
等の窮乏や苦悩の克服の道を自分がまだ明確に見出してはいないという向察からであったと言われて
~，る。 (10)
とまれ，同年秋Cろには，ヘルンレはそれまでの長い論議の末に家荻との関係をほ V完全に断ち，
ベルリンて家庭教師をして生計を立て〉いた。何となれば彼は，父母か自分遠の息子エドウィンを
〈恥〉であると考える乙とを理解でき伝かったからであり，彼にしてみれは，現存する社会的不公正
と妥協する乙との万かなしろ〈恥〉であったからである(11)。そしてヘルンレか， S P D f[すでK入党
していた大学時代の数人の友人Kベルリンで会し、彼等によってカール。リープクネヒト，ローザ・
ルクセムブルク， フランツ・メーリング等に紹介されたのも， 乙の頃の ζとであった。クララ。ツェ
トキンとは，彼女の息子のひとりかシュツノトガルトでヘルンレと同しキムナシウムに通学していた
乙とからすでに旧知の間柄であったか，今や両者の関係は急連K深められた。(12) 
革命的なドイツ労働運動の指導者連は，彼に強く消えがたい印象。影響を与えた。彼等と彼とは同
じ問題tとか〉わっていたのである。乙の時，彼の前f[道かひらけた。そして， 乙の時以降彼は全ての
自由時聞を使ってマルクス主義の古典に没頭し，やかて 1910年の良fC彼は，情熱を，また大きな使命
!惑をもって社会主義者の戦列K自らを自覚的に編入した。つまり SP Df[入党したのである。 (13)
I. S P D入党から 11月革命まて
入党したエドウィン匂ヘルンレは，階級闘争，労働運動，資本主義経済・政治，等々への認識を吏
に深め，力量を一層高めていった。
当時のSPDはすでにその内部において，ベルンシュタインを理論的代弁者とする修正主義派，カ
ウツキーを理論的代弁者とする中央派，そして，ルクセムフルクやリープクネヒト写に指導され代表
される革命的左派と大きく色わけされており，党の指導権は，革命的左派と修正主義派との調停者然
とした中央派，言葉の上では革命的であるが，行動内容においては修正主義派と実質的に何ら変わる
ところのない中央派によって牛耳られていた。そのため，党は大衆的な労働運動K積極的な関心を抱
かず， それが党の議会活動，得票数にか〉わりを持っかぎりにおいて関心を示したにすぎなかった。
SPDはこの様に堕溶の極tとあり，た Y革命的左派だけが革命勢力を代表していた。ヘルンレはため
らう乙と往く革命的左派に加わり， )レクセムプルク， リープクネヒト等と共~[B和見主義・修正主義
者と激しく対決した。彼にとって， S P D党員であるという乙とは，労働者"勤労大衆のもとで共K
戦う乙とを怠味したのであるから，それは当然のζ とであった。
1912年にツェトキンの推挙Kよって，シュツソトガノレトで発行されていた SPD機関紙『シュヴァ
ーペンの起床信号("Schw.a.b.i sche Tagwach t“)Jの第二政治編集者・文芸記者の職を得た。彼の
， 
• 
‘' 
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t 
r 関紙への参加については，修正主義勢力の激しい抵抗があったという乙とである(14)0
彼の任地シュツットカ勺レトの労働者は軍命的であった。何となればドイツにおける初めての労働者
• 
‘ 
， 
シュツァトガルト大会での決議を
1912年 1月のパーゼル大会の宣言の影響'印象
の国際的な会議であった 1907年 8月の第Bインターナショナル詰
めぐるレーニン=)レクセンブルク修正気 そして，
か Lるシュツ ァトガルトを中心地とするゲイツテしかし，を俸めて強く受けていたからである(15)。
乙ベルリンにおけるよりも明瞭であった(16)。ムベルク邦においてもSPDのg空港は例外ではなく，
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?
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『シュヴァーベンの起床信母Jがドイツ靖国の破滅的伝内政・外の織な社会的・党内状況を背鼠 ~Z:，
?
，?SPDの右傾化とその危険性を暴露し，反戦 ・平和の闘争，解般鏑争の必然性を労働者・交を弾劾し，
?
??
高
またそうする ζ とによって，革命的左派の効果的
もちろん，彼はシュツ ットガルトで
勤労大衆K訴える ζ とに編集者ヘルンレは貢献し，
ー ? ?
? ?
? 、 ?司弘唱
な扇動宣伝文書への伺紙の発展に彼は大きく寄与したのである。、
活動している関も左派の指導者-遥との接触を保ら，彼等の援助を得ていたが，特4ζシュツットガル ト
，・ー近傍に居住していたツ ヱトキンは，彼令積極的に支援していた。(17) 
• 
き「シュヴァーベンの起床信号j今やSPD左派の信頼できる一員であるエドゲ イン G ヘルンレは，
?
?
?
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• 
. シュツグ トガルトの労働青年運動にも関与していた。だが，彼と労働青にか、わる任務と平行して?
年(運動)との関係はシュツ ジトガルトで初めて生じたのではなく，彼が乙の地に来た時Kはすでに
青年活動花関する問題は彼の重要な関心事であった。即ち，彼は入党後ベルリンにおいて度々乞われ
H d 
: て労働青年のための夜間講座で講演し，講座を通じて労働青年から深い影響 ・印象を受け，多くを学
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-S そして，労働宥年の覚鰹しつつある階級意識を理論的に明確にし強化する乙とが不可避的であり，ぴ，
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?
?
れ
経めて重要な任務であると認識するに至っていたのである。(18)
J ， 
しかしながら，労働青年運動の領域においても SPDは堕落の極に在った。つまり，青年運動を非政
乙の乙とはグィッテムベルクのSP DfZ:も妥当した。治的えよ教養 ・2術活動に制限していたのである。 ， 
今t
党の指導K抵抗していた。それ故，このI訟の労働青年は，成人労働者と同様に革命的であり，しかし，
彼等はヘルンレの中に同志を見出し，彼は革命的な労働青年から大きな信頼をよせられる ζ とになっ 、F
fこ。(19)
「軍国主義と反軍国主義Jを箸わした「リープクネヒトからヘル労働脅年運動の問題については，
ンレは，帝国主義・軍国主義支配の条件下での反箪国主義教育が労働青年運動の本質的な任務であり， 』、 、
、
i. 
? ? ?
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平和のための闘争，切迫する帝国主義戦争の危険に対する闘争が社会主義青年教育の決定的な構成要
ツェトキンからもまた多くの影響を受けで
いた。特H:1908年 9月のニュノレンベルクにおけるSPD第6図婦人大会での彼女の講演や講演院付属
した指導原則あるいは決議は，彼の管年活動の指針とえEゆたと震われているく.)1:λ ~〉ヘ写1 .，~ウ
棄であらねばならとCい乙とを学入でいた (20)Jのであり，
、
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司員会の改良主義的役員遼Kとって厄介な存在てあった。革命的左派の政策， ンュツノトガルト=ヴィ
ノテムペルクの革命的な青年の利害を向委員会において代表し， また労働青年のなかに入り彼等と共
K活動し闘争したヘルンレに対して，同委員会の改良主義的組合役員1おむ機会ある乙とに攻撃を加
えた。しかし，彼は臆する ζ となく一貫してプロレタリア階級の原WJを守り，そのために労働青年の
もとての彼の信頼は更に高まった。かくて， 乙のンュツノトカルト時代に彼は，社会主義青年教育者
として大きく成長し，教育学・教育政策上の認識を深め，力量をi高めたのである。 (22)
やかで， 1914年 8月に第一次世界大戦が勃発した時， ドイツ国内は民族主義的・愛国主義的・排外
主義的伝空気に支配された。 SPDもまた組国防衛・域内平和の政策をか〉げて帝国主義戦争に積極
的に加盟した。しかし，同年 12月2日の帝国議会においてリープクネヒトはた三ひとり戦時公債に決
然と反対票を投じた。彼の勇敢な行為は革命的な労働者・勤労大衆にとって希望の燈火てあった。
リープネヒトの乙の英雄的行為に先立つ乙と約 1ヶ月， 1月4自にヘルンレの参加していたrシュ
ウァーベンの起床信号J紙の編集部が解散せしめられた。即ら， friJ紙は戦争勃発後にもその反軍国主
義的・反帝国主義的政策，反戦・平和を主張し， S P D公認の政策を激しく論難していたため，1lI司
令部は SPDウィテムベルク邦幹部会に同紙K対する断固たる措置を申し入れ，同幹部会が乙の要請
K極めて快よく応じ，ヘルンレと他の同志を編集部から排除して編集部を解散せしめたのである。 (23)
その後，彼は再びツェトキンの推挙によって 1915年 3月fC，婦人労働者向けの機関誌であった『平
等("G 1 e i c h h ei t“)J誌の第 2編集者の職を得て，子供向けの付録の作成等にその力量を大い
に反映させた様である。乙の子供向けの付録の代表作は，子供・戦争・平和・階級闘争等の題材を巧
みに取扱ったr5月が来たし，De r Ma i i s t g e k omme n“)Jであり， ζの作品は多くの部分
が検閲のために儀牲にされているが，一貫したプロレタリア階級の原則，反戦・平和の主援を，残さ
れた部分から充分に読み取る ζ とが出来る。 (24)
さて，彼は同誌ての任務だけに自らの活動を限っていたのではえよし、o (sしろこの乙ろの援の活動の
大部分は青年運動に向けられていた (25)。
1915年 4月にペルンで労働青年の代表の国際的伝会合が行われ， 国際社会主義青年事務局の組成
と維誌『国際青年Jの発行か決議された (26)。同誌への寄稿を求められたヘルンレは快よく応し，周
年 9月に発行された(Ii]誌第 1号fC，第2インターナショナルの崩壊と国際労働運動の展望を論じた論
文を投稿した (27)。 またその後 1916年 2月に彼は，革命的な労働百年のための新聞をシュツノトガル
トにおいて『朝焼けし，1vforgenrot“)Jの名て発行するべく努めたか，その努力は検閲のためfC(j 
くわれる乙となく終った (28)。しかし周年 4月に彼は或る重要な会議に参加した。即ちリープクネヒ
• 
トの主導のもとにイェーナで非合法的に関俄された革命的伝青年の復活祭会議である。スパルタクス
団とヴィ y テムペルクの革命的な青年を代表して彼が参加した ζの会議の決議で，帝国主義戦争K対
する革命的伝青年の闘争が要請され，その結果，社会主義青年運動の決定的な方向転換，即ち，日和
. 
t 
• 
見主義からのイデオロギー的 。組織的分離が伺来されたのである。(29)
， 
その後まもとCく反戦デモの組織者のひとりとして逮織され，周年7月に関かれた裁判で同志と共に
. 
~ 
• 
ゐ
?
??fこ。(30)
F まもとZく彼を中心にプロレタリア階級の原則のもとに活動を行b、，ヘルンレは戦線で反戦・平和，
???
??? ? ? ? ? ? ?
??
?
?
、 ， ，
しかしそれまでの未決拘留期間果散な法廷闘争を展開した彼f(，約 1ヶ月の禁固の判決が下された。
がその処罰を補っていた hめ，釈放後直ちに寧隊が，兵役不適絡とされていた彼を西部戦線に配置し
・ーH「大逆罪Jでだが彼の活動が密告され，彼は再び逮縛され，投獄され，活動ク.ループが形成された。
しかし，ドイツ軍の軍法会議は再び彼を西部戦線に配置し1917年 2月の乙とであった。告発された。
、
刷e
，~ 
" 
fこ。即ち，ドイツ寧はか〉る大逆犯を兵士K必要とする程に兵力に不足をきたしていたのである。かく
スパルタクス団員としての活動にも復帰した。だがて戦線に復帰した彼は，岡崎にその本来の戦線，
、
" 
. 
翌 18年 9月の末に彼は戦傷令負し、，後送されねば伝らなかった。(31)
月革命とその後11 
?
????
?
、 、 ，
?
??
， 、
1918年 10月初旬にシ ュツットガル ト近くの陸軍病院に移送されたヘルンレは，直ちにかつての同 . 
' 
?
ァ
7 ・.スパルタクス団の任務や闘争について彼と論議するべく度々病院を訪ずれていした。彼の友人達が，
たと言われている。(32)
?
???
?』
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?
? ?
?
， 
ζ の地のスパルタクス図の政治活動K参加-志との簸触を回復し，傷の許す限り関接的にではあるが，
曹
• 
‘ 
11月に革命が勃発するや否や，傷が充分に回復していないにもか〉わらず，ヘルンレはシュツット
その一環ガルト労働者・兵士評議会の執行委員として革命の遂行のために白夜活動しつづけた (33)。 ??
の編集・発行がある (34)。Fahne“)j Rote に，間労・兵評議会の機関紙『赤旗 ("Die P 、a
ベルリン)に参加して後， 19年~やがて区 PD (35)創設大会(18年 12月30日.._19年 1月 1日，
20年の関ヘルンレはKPDヴィッテムベJレク州連合議長としてKPDにおいて極めて責任の重し犠務
KPD設立後の 19年 1月にベルリンを中心にドイツ全国各地で反を遂行すること、なるのであるが，
乙の地の Sヴィ ッテムペルク州の反革命に対する闘争の先頭で、戦った彼は，革命の嵐が吹荒れた時，
SP ワノレム要塞民投獄されたのである。PD によって反革命勢力に売り渡された。つまり逮捕され， ??，?? ?? ? ?
乙の囚われのヘルンレの活動を完全に封じるたDの援助で権力に返り咲きつつあった旧支配勢力は，
t' 
き
めに，同じ頃ベルリンでJレクセムプルクとリープクネヒトに刻して用いられた方法を応用する計画，
しかしワルム要塞の衛兵勤務についていた工兵隊の伝かには若い労働者子
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即ち・，謀殺計画を立てた。
彼の以前の青年活動を通じて彼と旧知であり，最近のKPD活動に際しでも彼と密接に協力し，てもいた
若い労働者遥がおり，彼等の油断ない瞥戒によ。て謀殺計踊は失敗K終gたバ~3fi) ‘ • t' 起
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と社会主義青年運動」である (31)。 乙の論文において彼は， r社会主義的青年同盟はたんに闘争組織
であるばかりちなし同時に教育共同体でもある。その政治的扇動と行動は新しい権力の地位をかく
-5す予のに奉仕するだけではなくて，同時比新~々ノト旬り彫尽に奉仕する (38)J， rた〉かう ζと
ゆやオ:Lヤォ;Lt54ヲτq，学445ヰマ、今?，学卒与とi手旬時停作ト今?54である (39)Jと社会主義青
年運動 ・教育の任務を規定している。更に彼は，労働者の子供の置かれている現実から， r我々の子
供達は，実銭的な共産主義組織，遊びゃ労働における強固で持続的伝結合を必要としている (40)Jと，
子供の革命的な組織的教育活動の必然性を乙 Lで初めて基礎づけている。(41) 
19 年 7 月 K裁判が関かれたか，被告席の彼と彼の同志への大衆の共f~， 革命的連待感の前'C:，法廷
は彼K無罪の判決を下さ Yるを得なかった (42)。釈放後彼はKPDウィノテムベルク州連合議長とし
ての任務を果す一万で，週刊新聞『共産主義者 ( "D e r K 0 rn m u ni s t“) Jゃ，小農民のための
臼曜新聞『鋤("D e r P f 1 u g“) jの編集者として，特に農業問題にかLわっていたが，しかし，
マルクス主義の見地に立った，それ故にプロレタリア階級の原則K立脚した教育政策・教育学もまた彼
の大きとよ関心事て、あった(43)。例えば， r' S J (44)が共産主義の学校の熔想を立てるにあたってヘノレ
シレに協力を求めて来た時，彼は快く応じて序文を執筆し，また構想内容を指導した。『共産主義の
学校。 PS .Jの学校計画(構惣)(45) Jとして 19年に出版された 乙の小冊子の序文において彼は，資
本主義社会における教育について制度的な学校教育を中心~C:，その階級性@反人民性を，そしてそれ
が不可避的に陥いる矛盾金明確に指摘しつつ，社会主義・共産主義社会の学校の人民大衆の利害との
徹底的な一致を積極的K主張している。更に彼の指導した構額は，生活と学校，笠産労働と教授の密
接えよ結合を原則とした幼稚園から大学に至る単線の統一的な学校制度を指向した極めて水準の高いも
のである。
IV. 共産主義少年運動を中心とした諸活動
1920年4月14，._15自に非合法的にベルリンで開催されたKPD第4回党大会でヘルンレは農業問
題花関する報告を行し~その際fC:， 乙の問題に対する一般的伝軽視を批判した(46)。その結果，大会
は彼の提案K基つ・いて党中央付属農業労働者・小農民宣伝部の組成を決定し (41)，彼にその指導を委
ねたく48)。その後8月に彼は党中央によってベルリンに呼寄せられ，ベルリン地区の党組織の指導を
委託された (49) 。乙れ等の職務の遂行に多忙な彼~C:， E K K.J 1， Z K K P D， F S .J中央は，ェー
リッヒ・グィスナーと共fC:K K Gの創設大会の準備をする任務を重ねて指令した (50)。
ドイツにおいては 1918年 1月の革命の後，特に 19，._20年に全国各地でK.PD党員やFSJ成員
によって箪命的・プロレタリア的少年運動が組織されていた (51)。だがそれ等の諸少年組織は，地方
的制約を受け，傾向・性絡を異にし，しかも決定的な欠陥として相互の結合を欠いていたのである(52)。
プロレタリアートの若い世代の問題に関心を持っていたKP D， F S J， K.J 1はζれ等の諸少年組
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• 
はs 底団主義氏貫徹され，プロレタリア階級の原則に裏打ちされた滋び・学習活動'闘争・労働か
相互K密接陀結合して霊安な役割jを果たし，かくて「意志の強間伝， {~_J条的K欣然とした献身的とよ悦
格 (6の」の子供1$ プロレタリアートの~い世代か育つのであるとr. Jえよう。そして彼は労働者の父
母へ「子供述に対する革命的プロレタリアートの任務を自覚しないものは少しも1しい階級戦士ては
ないω6)Jと， また指導員にr本もの、戦士fこけか戦ゴを教育し得るということを我々はわすれない
てお乙う (67)Jと語りかけ， K K (jの軍愛自を強調しfこ。
今や共I!lす義少年運動の珂論的・文践的指導者として全く新たなふ閲の仔務をも負う fこ，ヘルノレ
の必分野ての活動は，単iζ ドイツ国内に限られてはいなかった。例えは， 1921年 6，._. 7 FJのモスコウ
におけるコミノテルン第3(9]世界え会民客員代表団のひとりとして， またfpJ地ての7月のKJI第2
制大会花代議員として参加し， 乙のみソの際tζ彼はクルプスカヤと個人的に知り合う機会を得ている
(68)。 また KPD内部においてもますます事愛な位置を占めるようにな~ tこ。即ち，K P D第 7同党大
会(21仔 8j 22 -. 26 日。イ コ ーナ)において彼は中央委員fc~出されると;tt~c，従来からか、わコ
ていた段業部と並んて，乙町大会で新たに幣備か決定ぶれた教育・定{ム部の指導を委託されるようtζな
コたのである (69)。
1910年のSPD入党以来，革命的伝労働者階級の前衛としてー貸して誠実に闘争して来たヘルンレ
~c，勉めて名答ある仔務，彼の 1:- Hのひとつの頂点とも 3える仔務か 1922 年に課された。即ちコミン
テルノ第4[q]世界大会への代議員としての参加である (70)0 f~]大会はモスコワて 11 月 5 日--- 12月5
臼K閲佐されたが， 11月28日の大衆の隣家と教育の分野ての共産r党の活動の問題に関する会議で彼
はクノレプスカヤと並んで報告し (71)， 乙の入会てコミノテルン執行委員花王宮出され，若干の中断期を
含めて 23年 1月から何年未まてソ連邦fC滞在する乙と〉伝った (72)。乙の在ソ期間を彼は，ソ連邦に
おける党活動並びに政治・経済・文化の諸成東@諸問題， またソウィエ卜学校やピオニール運動の学
習に利用し，特に教育家として，学校・児藍福世施設・ピオニールハウス，等々をみずれただけでは
とよく，組会主義の学校・教育(学)の理論的諸問題の研究をも深め，はかんづく当時その実現への第
一少を踏み出したばかりの教授と生可労働の結合の問題，総合技術教育をめぐる論争に大きな関心を
よせたということである (73)。
はお乙の23年に彼のUKKGにおける活動(" 01 e A.r b e i t. i n d c n k ommu n i s t i s -
hen Kindergruppen“) ~が EKKJI から出版されている。 ζの小冊子は，それまでの文
践から生まれたKK，Gの理論的 l・原則的側面令生とした第 1部と，木完成てはゐるがKKGの実践的ー
方法的側面を主とした第2部から成り，特に第 1部は，前停の共産主義少年運動指導員第 1回国際大
会('9月 16，_19日，ベルリン)における彼の報告講演に際して提出された討議資料が基花伝ってい
• 
る(14)。第2部が未完成であるにもか hわらず， EKK.J 1が出版応踏み切ったのは，まさしく運動
れていたかもであり，まfこ，彼の都命的教育家としての力Q，長年の
?
??
???
?そして 20年末以降彼が親しく指導して来たドイツ共
• 
青年運動とのか、わりでっちかわれた彼の経験，
持産主義少年運動自体の経験がそ乙に反映されていたからに他なら往し、。
国際共産主義少年運動の一環である ミァ イマル体制下のドイツ共産主義少年運動の卓越した記念碑
的労作である rKKGにおける活動 ~ ，あまさしく国際的性格を持っていただけではなく， 今日の我
> . 
争t
7空寸
立1
" .叡号1924年 12月の国会選挙の後，翌25年よりヘルンレは国会議員として，特に農・商業政策，教育政
?????
?
我にとってすら些かたりともその価値を失なってはおらず，極めて示唆に富む労作であると言える。
国会議員としてのヘルンレ並びに主著 『プロレタリア教育の根本問題JV a、
a 乙れを機に彼の活動の比重策の諸問題についてKPDを代表して議会内闘争に従事すること〉なり，
しかし彼は依然としてドイツ並びに国は教育闘争の領域から農・商業政策の領域に傾けられた (75)。
H! 1925年， 1927年， 1929年際的な共産主義少年運動の指導者のひとりであった。例えば国際面では，、
にそれぞれモスコウで開催された共産主義少年運動指導員の第 2・3・4回国際大会に参加し，報告
わけでも 25年の第2回大会の決定に従ってEKK.J1 に児童局が設置されるに伴し、しており (76)，
またドイツ圏内クルプスカヤと共に同局に所属し，彼女と協力して指導的な役割を果している (77)。
或いは諸々の催しに参加していた。
さてヘルンレの国会活動を特に教育問題の点、に限って言うならば，
?
?.J S B (78)指導員に対して講演し，で、は，
?! 議会外における大衆的それは，
，?
•• 
? ?
? ? ? ?
?
? ?
? ?
き?支配階級による現
またプロレタリアの子供にと って必要にして可能な改良ぞ勝ち
な教育闘争と密接に連携して，諸々の教育政策，学校教育の反動的本質を暴露し，
存の教育体系の一層の改悪を阻止し，
とることに向けられていたと言えよう (79)。
彼の教育政策上の重要な議会活動のひとつに全国学校法案に対する闘争がある。同法案は 1927年
???の夏にブルジョア与党の命令のもとに内務大臣コイデ、ルによって提出されたが，
憲法における学校協定の矛盾仁らけの規定代極度に反動的な注解を与える (80)Jものであるという意
それが「ヴァイマル
?
??
?
?
』
?
新たな帝国主義的権力政策の基礎づけ
ブ、ノレジョア連合内閣によって遂行され熱
「資本主義的合理化の保証のために，
プロレタリアートの革命的前衛の域滅のために，
味においてのみならず，
のために，
望されているあらゆるかの諸法律や陰謀の鎖における重要で、中心的な環(81)Jであるという意味にお
いてもまた，同法案K対する抵抗は極めて重大であった。議会外での広範な大衆的反対運動と呼応し
•
. ，? ? ?
て，エルンスト・シュネーラーや他の同志達と共にヘルシレは，国会の教育委員会において同法案に
抵抗した (82)。議会内外での闘争，なかんずく議会外での労働者 t 勤労大家の反対運動の告之に，間食
案12Cドt写こ ).tζ表わされた大ブJレジョア e教会勢力の反動攻勢は，-1928年 2丹，〆つい陀水泡d依帰じた
tj. 
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出版は=革命的な労働者の教育闘争促大いK良献するてゐろう乙とが予怨された。何となれば，党や
労働者の戦列に|は依然として教育闘争促対する無理解や軽視か姥っていたからである。(85)
彼か選んだ「プロレタリア教育の摂本問題」と這う表題には決定的な怠昧かある。即ち，フJレジョ
アl砲育学者や小ブル.../'3ア的社会主義的改良主義教育学者の諸教育論，政治的K中立な無党派的教育
を強調し，それ故K現実の教育の階級性を幻怨や美辞麗句によって隠蔽し，階級調和と社会改良を主
l最するという点において大同小異の諸教育論からの意識的で明確位境界設定の意味である (86)。従っ
て，ヘルンレは乙の表題を通して， 自らの著書の基本的性絡・視点を，そ乙において教育の階級性，
教育と階級闘争の関係，教育闘争について論しられている乙とを暗/示しているのである。そして彼は
乙れ等の点を第一章、第一節「教育と階級闘争」て，一層明確に，以下の犠に述べている。
「教育もまた社会の一機能にほかとCら位いし，階級社会てはそれは支配階級の機能てある。教育は
被抑圧者か抵抗し，かれらの経済的政治的自由をもとめる闘争と結びつけて，彼等の階級的利益に一
致する新しい革命的位階級的教育を提起するのでなければ， もっぱら支配階級の機能である。二つの
教育体系閥のた〉かいは，つねに二つの階級の権力をめぐるた hかいに伴う現象である (87)J 
「革命を教育の分野H:ひきお乙す乙とは，社会的「環境Jを同時に変革する乙となしに，し、いかえ
れば，プロレタリア階級の経済的 ・政治的愛革伝しtじ また政治と教育とのあいたの相互関係を確立
することとCしには不可能てゐるだろう。プロレタリア階級の階級闘争の雰囲気の々かてのみ，社会主
義のためiζたたかう労働大衆の環境のなかてのみ，そして学校と大衆の運動との緊密な結びつきのな....l...1.1.......1...1........1....1.............1. 
かでのみ，社会主義社会が要求する新しい教育の基本原則としくみ，新しい教師と生徒が成立つ乙と
ができるのである (88)J 
「・・・・カール・マルクス，fCしたがえばすへて教育は社会的教育てPゐって，彼搾取階級がそれにたい
して反抗し伝，t"、かぎり， もっぱら支配階級の手ににぎられている。ゆえにプロレタリア教育の第一の
任務はこの事実ぞ認識する ζ とてゐり，そしてその乙とからプロレタリア教育もまた階級教育でゐり，
しかも政治的階級教育であら 5るをえないという結論告ひき出す乙とてゐる (89)Jと。
1929年夏に「プロレタリア教育の板本問題」が出版された時， それはドイソ国内のみならず国際
的伝反響色特に労働運動の革命的位戦線~c51起した (90)。一例を&命的伝教育労働者の国際組織で
ゐる教育労働者インターナン 3 ナル機関誌「レーラー・インターナティオナーレ jfC取ろう。そ乙に
は.. •. . . . 
「宵年インターナショナル出版部は我々の同，志ヘルノレの若宮を発行している。それはすでK長い
間必要とされて.いたものでゐる。「プロレタリア教育の根本問題Jとの表題のもとに同志ヘルンレは，
マルクス主義の観点から 4つの4tで教育問題のすぐれた叙述をして lいる。彼は教育問題の社会的
を，家般による教育や国家によるそのつどの支配階級のための教育を，同盟者としての子供の獲得の
ための政治組織lの闘争を記述している。私の知る隈り，例えばおよそ40貰程でζの著容におけると同
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-イむの後，'ヘルンレは多くの同志が逮捕され虐殺ぎれるなかで幸運にも逮捕をまぬ紛れ，?非谷法長命njF
gbdd活動に従事していたが，伽やがて8舟民党首脳めぴ必布合滋1る砂ゲルムル公治議・ぷ識やもF外国 ，
也一一二LhJ-延
会、￥z
刊行直後の29年8月Kモスコウで開催された共産主義少年運動指導員第4回国際大会において乙の書 .
それが極めて高い肯定的評価を受けたという意味だけで重要な文献であるのではなし、。例えば，
「もし仮に我々が著者の若干のや h不明確な公式化に常に完全に同意を表明できないにしても，我
裁は我々の教師や父母の読物に乙の小さな労作を切に推薦する。
いかに不可避的犯プヴレタリアートの運動がその若木のために尽力せねばならない
また出版後フランス共産党がフランス語訳を刊行し非常な普及を見
プ
しかし同
成程エドヴィン〆 ヘノレンレはその著書において，
を全て論じっくし解決しつく してはし、なし、。だがζのζ とは 『プロレタリア教育の根本問題Jの重要
そしてプロレタリアートの闘争組織に，全精力で子供の活動を引受けるよ
まさしくプロレタリア教育の多岐にわたる諸問題
更に極東の日本においても 1930年5月比邦訳出版されている (92)という乙とタどから
当時
また今日の我々にも提供しているとい
生涯と活動については，全く簡単な素描に留めたも、。
ぎてナチスの謀略である国会議事堂放火 ・炎上事件(1933年 2月27日〉を契機をレたKFD非合法
rKKGにおける
マルクス主義教育学の歴史上の卓越し
また 『プロレタ
宣伝活動K従事bていた (93)。それ故， 1929年以後の彼の
リア教育の根本問題jJ，?:関する同氏の見解が『プロレタリアの子供jJ，?:投稿されたりした (94) 様~?:，
それが積極的・建設的な討議 ・論究の素材を当時提供したし，
ヘルンレは教育闘争の戦線からほ Y完全に退き，
プロレタリアートの階級闘争に対する教育問題の意義を適切に解釈し，
今なお少しも存在してはし、ない。
活動Jやその他の多 くの諸論文と並んで彼の革命的教育家としての実を示すばかりではなくて，
も明らかなように，彼のζの新しい著書は，教育闘争の戦線で待望されていたものである。
その際フェールンベルクによって建設的な批判的所見が提出され，
また彼の功績を些かたりとも減じるものではなし、。同書は彼の主著であり，
L. S. (91) Jという推薦の言葉が掲載されている。
じトラーの政権掌握からDDRにおける死まで
様に簡潔旦明確なブノレジョア的背年団体に関する資料整理は，
のドイツ並びに国際的な革命的労働運動の貴重な財産であり，
た労作のひとつと言えよう。 .
『 プロレタリア教育の根本問題 J の出版を機~?:，
絡橋?献で党指令を果た事任務省ケ課注総紙、めよ
主義*盤勢神義務識語毎秒国際i農業研宛所かぢ
それ以降はもっぱらKPDの農 ω商業政策，
う意味においても重要な文献である。
乙の推薦の辞にもあるよ うに，
かを我々K強烈に提示し，
ロレタリアの教師や父母，
-、
う訴えている。 ・
「ζの労作は，
が討議され(93)，
たという ζ と，
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究所で中世ヨーロノパ部門の指導令長ねられ， また後には似界経済研究所で協働する乙と h伝った0(96)
政策家ヘル J レは，当時ソ連邦において， ファンスム=ドイ Yの段業政策を論究し，その反人
民的協;格を暴露する多くの論文をrJ:t呼守義イ ンーターナンョナル !ゃ『段米問題J等の定期刊行物に
発表し， また 「圧制下の良民J( 1937年)， rドイソの段民はいか』と'-j_きているか?j ( 1939勾ニ)， 
鈎十字下のドイソ良民2( 1939年)等の小冊7を刊行するなとして活躍していた。 (97)
ファシスム=ドイソ寧のソ連邦侵入以降は，戦争矯腐のドイ Jif J1 J、将絞tζ粘力的な信装/活動を
行う一方て， ラJオ ，モスコウを通した沢山のラ J オ講演てドイソ住民，cupひかけ， ファンスム戦1't
に対する闘争の必要性ぞ訴えた。 1943年の「自由ドイノ J，国民委員会σ)f没、?にウィルヘルム・ピーク，
ウrルター・ウルブリヒト等と共に参加した彼fC，品]委民会において， E2民問題の民主的解決花関す
る仔務が与えられた。 (98)
1945年 5月に解放ドイソK帰国したヘノレノレは， ZKKPDの従事にもとっき，反ファンズム。民
主々義諸党ブロノクによコてお]年8月に良・林業中央管理部のたに仔命され，そして ζ の臓凸て.
416年より ZK S E D(99)の命令下に民主的土地改革の仔務を送行すること与なった。(10)
農業政策家エドウ J ノ ι ヘルノレは，tこか教育家エドウィノ・ヘルンレとしても健在てあった。彼
が「良業上の職業教育の諸問題Jについて報告した 1948年 10月のベルリンにおける第2凶級事二教育
会議は，彼にとって民主鈎な教符制使の浬.&(と関寸るオ議K関与する契機となった。そして，やかて
翌49年9月tとは国家・払律学アカテミー(ドイツ行政学院"ウァルタ-~ ウルプリヒト" )の副会長
，fC， また向学院の農業政策学部の学部長と教俊に任命され，更に51年にはヘノレリン農業科学アカテトポD
正会員と成っている。なお，先の行政学院において，病が彼の身を蝕み活動不能におちいるまで，彼
は鱗範的伝教師 ・教育者として活動していた。(101) 
1952年明 10臼，fCは心臓手術後の病床にあ .)tこ彼のもとに，社会主義の基盤のよ十曲的鐙$"'=関する
SED第2(司大会の決議がともごけられ，彼はそれを感激してむかえ，そのよろこびを妻に詰 ったとい
う乙とである。そして同月 21日， 68年の往症を， 1910年のSPD人党以来の一貫した闘争のとと庇を
閉じた。(102)
一今日，若干のLP G (103)とヴァイマノlレの行政学院は， "エドヴィノ・ヘルンレ"の名を冠して
L、る。(104)
四小括にかえて
人間の社会的な総体的過程としての成長 ・発達である教育は，それがまさしく祉会的な過秤てある
が故"ζ，階級社会においては常に階級的性絡を裕ぴ，支配階級の階級支配の機関として在り，そして
社会においては資本家階級の独占的機能である。乙の教育の領域における階級闘争，即ちl教
|闘争は，イデオロギー的闘争のー形態でめり，他の諸領域 e分野での階級闘争との密接な連関にお
- 13ー
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いてのみ巌も効果的に遂行され得る。 (105)
? ，
? ?
きて，教育調争においては，学校教育の民主的 。革命的変革のための闘争と成人。青年の自己教育
， 
a 活動，青年 ・少年の革命的な組織的教育活動とが主要伝形態，教育闘争の両面，相互に補完し合い，
相互に媒介し合う二つの主要形態であ旬。乙 hで焦点を絞って言うならば，特に少年の革命的な組織
的教育活動が重視されねばならなし、。何となれば，幼児期K較べればはるかに劣るとは言え， なお極
あらゆる意味で無防備な少年を，何よりも学校教育を通じて計めて可塑性に富む少年，換言すれば，
画的組織的に与えられ，学校外においても避ける乙とのできない支配階級の有害な諸影響から革命的
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な組織的教育活動Kよって守らねばならず，少年自身が自己の革命的な組織的教育活動を通じてか与
自らの革命的な組織的教育活動を通
革命的な精伸のもとに有害えよ諸影響に対決することKよってのみ，少年は自己自身を有害伝諸
る有害な諸影響K苅決せねば伝らなし、からであり，少年自身が，
じて，
そしてそうする乙とによって，革命的な労働者階級の後継影響から真に守る ζ とが出来るのであり，
E 
-者として，将来の革命的伝労働者として，成長・発達することができるからである。従って，階級闘
争の一環として教育闘争が展開される陀際して，少年の革命的な組織的教育活動は，断じて見落され.
ても軽視されでもならなし、。 (106)
さて， J手2Fit孝社会における少年の革命的な組織的教育活動の卓越した実例は，何よりもヴァイマ
ル・帝国主義体制下のドイツ共産主義少年運動，即ち， 1922年 5月にようやくスカウト主義的要素を
最終的に払拭し，明確な階級的立場に立って活動を始めたソヴィ エト・ ロシアのピオニール (107)に先
帝国主義体そして後にはソ連邦のピオニールから多くを学び，行してドイツ革命のなか〉ら笠まれ，
司、
当時の他の資本主義諸国のそれに比較して量的制下K応用しつつ活動したドイツ共産主義少年運動，
?
?
1920年代後半から 1930年代前半にかけて 「全農Jr全水Jr新教Jr教労Jr消費組合Jとっては，
" 
?
，?
そして我々ににも質的にも高い水準を保持した (108)ドイツ共産主義少年運動に求められるであろう。
?、 ?
等々によって組織された諸々のピオニール ー なかで、も「全国少年少女水平社Jが 1923年にすでに
設立されている乙とは注目に値するーの伝統は貴重な遺産であり， 断じて忘れられではならないζ
わけでも 29年までの活動は，ドイツ
とは言うまでもなし、。
ともあれ本論において概観したエドヴィン‘ヘJレンレの活動，
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1 
なかんずくドイツ並びに国際的な共産主義少年運動と密接に結びついている。労働者階級の教育闘争， lt 
I 
lt 
lS 
従って，ヘJレンレに対して考察舎加える乙とがドイツ共産主義少年運動研究にとって不可避的であり，
その第一段階として極めて有効で、ある乙とは言うまでもないQ 成程当時のド
イツには，教育闘争全般或いは少年運動にか〉おり指導v的佐役割を果じた人物?とほ彼以然防 ，E子、.グィ
多くの点で有益であり，
1¥ 
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lt 
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• 
て歴史的資料を掘起乙し，何よりもドイ :J ~Cおける県直 2 義少符述動のÐ11ñ命令実践上の経験'成東を
孫々のものとする乙とが肝要てある。エドウィノ吋ヘル J レは，かかる作業の子がかりを提供してく
れるであろう。
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